
3130 Jewelrist 2023 Vol.168

Company Report

新年号

進化と変化を続けるジュエリービジネスにあっ
て、ビッタァルでは、家族に受け継がれてきた、
創意工夫の精神と追随を許さないスキルを武器に、
グローバルな存在感を発揮することを経営信念と
している。

そして、スタッフ、サプライヤー、クライアン
トを何よりも大切に、共栄するとの哲学を大切に
している。お互いを尊重し、団結固い家族として、

個人の責任とプロ意識、チームワークと協力によ
り、ビッタァルは急成長を遂げてきたのである。

この数年間のコロナ禍をもろともせず、むしろ
追い風にして、同社の業績は大きな右肩上がりの
成長続けている。ビッタァルでは、ダイヤモンド
などの大量多品種の材料を、インドにある仕入担
当の子会社から輸入して、山梨県をはじめとした
日本国内でジュエリーを製造している。顧客の多

日本国内、そして香港でのジュエリーフェアにあって、バイヤーが大挙して押し寄せ、
一段と賑わいを見せるブースがある。
VITHAL TRADING CO.,LTD（代表取締役：PALRIWALA CHETAN KUMAR、以下、ビッタァル）である。
ビッタァルは、2002年に山梨県甲府市で会社を設立、昨年の2022年に創業20年を迎えた。
特にコロナ禍でのこの数年の急成長は目ざましく、日本のジュエリービジネスを代表する元気印No.1企業である。

（レポーター：JEWELRIST 編集長 川村頼久）

Company Report

コロナ禍にビジネス成長モデルを構築
VITHAL TRADING CO.,LTD（ビッタァルトレーディング カンパニー）

超スピード納期と低価格でビジネスでの優位性を持つ

月100型以上の売れ筋の新商品を投入

そして、驚くことにビッタァルでは、月に100
型以上の新しいデザインの売れ筋商品を投入して
いる。では、どうしてそれらを可能としているの
であろうか。それは、ビッタァルが独自で構築し
た、売れ筋分析と予測システムにあるという。プ
ロダクションチームとセールスチームが、常にコ

ミュニケーションをとって連携して、どの顧客に
どういった商品が提案できるのか、どの顧客がど
のようなオーダーをしてくるのかということを、
顧客からの注文が来る前に予測して、リスクを負
ってジュエリーの製作をしているのである。勿論、
ダイヤモンドなどの材料費、為替、地金価格など

競争力の高いヴィタァルのジュエリー東京支社（中央の黒いビル2棟／左側のビルは2022年12月に竣工）

コロナ禍にビジネス成長モデルを構築
VITHAL TRADING CO.,LTD（ビッタァルトレーディング カンパニー）

くは日本のメーカーや卸売業である。本社は山梨
県甲府市にある。多くの企業がコロナ禍でのビジ
ネス展開に苦労する中、ビッタァルではオーダー
が絶えないどころか、増加の一途を続けていると
いう。

ビッタァルが誇る、ビジネスでの最大の差別化
のポイントは、商品の圧倒的な優位性にある。

同社の商品は、1万円～10万円の低価格帯商品
が売れ筋である。その多くの商品は、甲府を中心
として日本国内で生産している。甲府で製造に
協力をしてくれる企業は30社以上になるという。
メーカーとは一つのチームとして、互いに協力し
ながら新しい商品開発や製造を展開している。他

社が納品までに時間がかかるような商品でも、同
社では約一週間で、原型から製品化して納品する
ことが出来る。発注先のメーカーは効率的に超ス
ピード納期に対応して、発注して2～3日で納品
というケースも日常茶飯事という。 

検品については自社の厳しい基準を設けて実施
している。 

近年は材料となる金の地金価格が上昇している
が、同社ではこの価格なら地金をこれくらい使用
して、このデザインで提供できると、他社にない
豊富なパリエーションを提案することで優位性を
築いている。
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これまで、ビッタァルの成長を支える、競争力
の高い商品戦略と戦術について述べてきたが、最
後に最も注目すべきビッタァルの販売戦略と戦術
についてレポートしたい。

ビッタァルの主な日本での顧客は、卸売業をは
じめ大手チェーン店から地方の小さな専門店まで、
日本中に幅広いネットワークを広げている。また

競争力の高い商品で販売ネットワークを急拡大

顧客からのオーダーに対応して、オリジナル商品
の製造を提供している。海外での顧客も、国内同
様に大きく拡大している。JAPAN MADEで、品
質が高くリーズナブルでデザインと在庫が豊富で、
国内・海外で高い人気を誇るジュエリーを、１型
で200個、300個と発注する取引先も多い。

日本国内、海外でのジュエリーフェアでは、人

気の商品に殺到するバイヤーも多く、時には入場
制限もするほどの盛況ぶりを誇っている。 

そして、予想もしなかったコロナ禍の到来とな
ったが、人が集まり移動できないというアゲイン
ストを、ビッタァルは見事に追い風に変えたので
ある。オンラインでの販売の急激な増加である。
その一つが今では誰もが知る、ビッタァルが他の
追随を許さない、ソーシャルバイヤーによるライ
ブチャット販売である。オンライン販売は、時間
とコストが節約でき、消費者を中心としたターゲ
ットへの販売に適した、便利で効率的な販売手法
である。先にも述べてきたが、ビッタァルの商品
は低価格に加え、高品質で豊富なデザインで、ソ
ーシャルバイヤーによるライブチャット販売に適
した商材として、大きな人気を集めコロナ禍に大
きく業績を伸ばしたのである。オンラインでの販
売は、ジュエリーフェアだけでなく、ビッタァル
のオフィスや様々なスペースを駆使して、ソーシ
ャルバイヤーが販売を展開している。また、ソー
シャルバイヤーのネットワークも、大きく拡大し
ている。

さらに新しいチャレンジを続けるビッタァルの
動向に、世界のジュエリー業界から大きな注目が
集まっている。

これまでレポートしたように、同社のビジネス
の特徴は、製造から販売までの流れが速いことが
上げられる。スピードが速い仕事を展開するため
には、意思決定のスピードも要求される。必要
な仕入れ、投資などをスピーディーに行うことで、
ビジネスチャンスを逃さずに実行している。

同社での仕事の多くはシステム化されている。
例えば、商品のタグには IC チップが埋め込まれ
ており、スキャンすれば商品の入庫、出庫、販売
処理などを、入力することなく管理できるシステ
ムを敷いている。これは同社が開発したオリジナ
ルシステムである。

今後は価格に対する要求が、より厳しくなって
くると同社では予測している。もともとリーズナ
ブルな価格帯での商品が中心であることから、同
社の商品への需要はさらに高まると考えている。
一部の大手の取引先に頼るのではなく、多くの顧
客との直接取引が、今後の同社の優位性となると
考えている。

そのための課題として、同社では優秀な人材の
確保に力を注いでいる。業務が急拡大するなか、
スタッフの確保が急務となっている。ウェブ開発、
ダイヤモンドの仕入れスタッフ、製造スタッフ、
販売マネージャー、マーケティングスタッフなど、
多くの人材確保が同社のさらなる成長のカギを握
るとしている。

甲府本社内の風景

バイヤーで混雑を見せる VITHAL TRADING ブース
（香港ジュエリーフェア）

神戸国際宝飾展（IJK）2023でのビッタァルのブース風景
多くのソーシャルバイヤーが熱心にライブ販売を展開

システム化された業務展開と人材確保でさらなる成長

有限会社 ビッタァル トレーディング カンバニー（VITHAL TRADING CO.,LTD）
PALRIWALA CHETAN KUMAR
〒400―0855 山梨県甲府市中小河原1―4―30
TEL.055―242―7801　FAX.055―242―7802
e-mail: vithaltrading@yahoo.co.jp
〒111―0055 東京都台東区三筋1―11―14　ビッタァルビル
TEL.03―5809―2403　FAX.03―5809―2404

社　名：
代表者：
本　社：

支　社：

会社概要

の変動は当然考慮している。ビッタァルにリピー
ト顧客が多いのは、これらのことに起因するもの
と考えられる。顧客自身も在庫は出来る限り持ち
たくないので、オーダーは催事やイベント企画の
直前にならないと入らないのが普通である。

ダイヤモンドピジネスは、同社の最も得意とす
るピジネスという。ダイヤモンドのルースに関し
ては、他社を大きく凌ぐ仕入れを行っており、ど
こよりも安く調達できる事が、同社の優位性を支
える要因ともなっている。この超スピード納期
と低価格納期が大きな信頼となり、一度で200個、
300個の発注をする取引先も多い。 

修理やアフターフォローについても、徹底した

サービス体制をとっている。アフターサーピスは、
顧客が特に重視する、ポイントと位置づけている。
納品後のサポートの善し悪しが、継続した取引き
を左右するポイントとしている。この様なサポー
ト体制を展開するために、同社では甲府と東京の
マーケティング部門に、10人を超えるスタッフ
が在籍している。 

JAPAN MADE で、品質の割にリーズナブル
でデザインと在庫が豊富で、国内・海外で人気の
高いビッタァルのジュエリー。このジュエリーと、
上記の他社に追随を許さない戦略と戦術が、元気
印No.1カンパニーを支えているのである。

代表取締役 PALRIWALA CHETAN KUMAR

e-mail: vtc.tokyo@gmail.com
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